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第一部 【企業情報】 

  

第１ 【企業の概況】 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】 

  

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

   ３ 第44期は、決算期変更により３月決算であった当社及び連結対象会社につきましては、平成25年４月１日 

 から平成25年12月31日の９ヶ月間を連結対象期間としております。 

   ４ 第44期は、決算期変更により第３四半期連結財務諸表を作成しておりません。これに伴い、第44期第３四半

期連結累計期間及び第44期第３四半期連結会計期間の主要な経営指標等の推移については記載しておりませ

ん。 

  

２ 【事業の内容】 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

回次 
第45期 

第３四半期 
連結累計期間 

第44期 

会計期間 
自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日 

売上高 （千円） 112,425,842 105,399,996 

経常利益 （千円） 6,816,131 6,585,701 

四半期（当期）純利益 （千円） 3,764,669 3,695,130 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 4,398,747 6,475,254 

純資産額 （千円） 98,587,193 95,072,000 

総資産額 （千円） 157,150,376 154,522,732 

１株当たり四半期（当期）純
利益金額 

（円） 120.90 118.73 

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額 

（円） 120.72 118.52 

自己資本比率 （％） 55.9 54.9 
 

回次 
第45期 

第３四半期 
連結会計期間 

会計期間 
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 49.97 
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第２ 【事業の状況】 

  

１ 【事業等のリスク】 

 当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

  

２ 【経営上の重要な契約等】 

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループが判断したものであります。 

  

(1) 経営成績の分析 

※ 前年同一期間は、当第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日）に対応する前年の

同一期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日）であります。 

  

以下、増減については、「前年同一期間」との比較で記載しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）における日本経済は、政府の各種

経済対策の効果等から、雇用環境の改善がみられるなど、緩やかな回復基調を示してまいりました。情報サービ

ス産業におきましても、企業の業績回復に伴い、既存システムの更改や先進ICT技術分野への投資が拡大しつつあ

ります。 

こうした状況の下、当社グループは、中期方針である「高付加価値事業構造への挑戦と創造」をより一層推し

進め、「ICTの発展をお客様価値向上へ結びつけるイノベーション企業グループ」を目指してまいりました。 

システム構築分野では、自動車関連及びFA等の機械制御分野、ネットワーク高速化等への対応が求められる社

会インフラ分野、継続的に先進ICT技術の活用を進めているネットビジネス分野等を中心に売上を拡大し、経年的

に需要が減少しているモバイル関連開発をカバーして増収に結び付けてまいりました。さらなる業容拡大のた

め、これまで慎重でありました新卒・中途採用を大幅に拡充し、人材育成の強化にも力を入れてまいりました。 

プロダクト・サービス分野では、「コミュニケーションロボット“PALRO”（パルロ）」「moreNOTE」「みらい

スクールステーション」等の戦略商材において、イベント出展やメディア利用を含め、積極的なプロモーション

活動を進めてまいりました。また、ライセンスビジネスは、各ベンダーとの連携強化のもと、引き続き好調であ

りました。 

グローバル分野につきましては、連結子会社である株式会社ヴィンクスが、マレーシアやベトナムでの経験を

活かして、大手総合小売業グループのカンボジア現地法人向け１号店の全面的なITサポートを引き受ける等、ア

セアン地域におけるビジネス拡大を図ってまいりました。また、平成26年４月、通信・制御分野を中心としたオ

フショア開発の拡充と、中国マーケットでのさらなる事業拡大を目指すため、山東省済南市に富士ソフト中国を

設立いたしました。 

こうした中、第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は1,124億25百万円と前年同一期間増減率

6.1％の増収となりました。一方、先行投資として進めてまいりました、人材採用及び教育の影響により、販売費

及び一般管理費は196億６百万円と前年同一期間増減率3.0％の増加となり、営業利益は62億62百万円と前年同一

期間増減率2.6％の増益にとどまりました。また、証券系関連会社の持分法による投資利益が減少したため、経常

  
売上高 
（億円） 

営業利益 
（億円） 

経常利益 
（億円） 

四半期純利益 
（億円） 

１株当たり 
四半期純利益

（円） 

平成26年12月期第３四半期 1,124 62 68 37 120.90

前年同一期間（※） 1,059 61 73 39 126.64

前年同一期間増減率 6.1% 2.6% △6.9% △4.6% △4.5%
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利益は68億16百万円と前年同一期間増減率6.9％の減益となり、四半期純利益は37億64百万円と前年同一期間増

減率4.6％の減益となりました。 

  

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①ＳＩ（システムインテグレーション）事業 

  ＳＩ事業につきましては、組込系/制御系ソフトウェアにおいて、自動車関連・FA等の機械制御系や通信機器・

基地局等の通信インフラ分野を中心に社会インフラ系が好調に推移したものの、前年に主要顧客における携帯電話

事業縮小の影響を受けたモバイル系が大幅に減少したことにより、減収になりました。業務系ソフトウェアにおき

ましては、単体において、前年度に計上した損保統合案件や教育関連の大型案件の反動減があったものの、インタ

ーネットビジネス関連が伸長したことなどにより、増収になりました。プロダクト・サービスにおきましては、単

体におけるマイクロソフト製品を中心としたライセンスビジネスが好調に推移したことを主因に、大幅増収になり

ました。アウトソーシングにおきましては、主要顧客の経営統合の影響等により減収になりました。 

  以上の結果、売上高は1,048億15百万円（前年同一期間増減率5.7％増）、営業利益は57億94百万円（前年同一期

間増減率6.4％増）となりました。 

  
 ※ＳＩ事業の主な売上高の内訳については、以下の通りであります。 

（単位：千円） 

  

②ファシリティ事業 

 ファシリティ事業につきましては、当社及び一部の連結子会社が所有しているオフィスビルの賃貸収入等によ

り、売上高は16億３百万円（前年同一期間増減率3.5％増）となり、営業利益は２億67百万円（前年同一期間増減

率42.1％減）となりました。 

  

③その他 

 その他につきましては、データエントリー事業及びコンタクトセンター事業等の収入により、売上高は60億６百

万円（前年同一期間増減率15.1％増）となり、営業利益は２億円（前年同一期間増減率4.9％増）となりました。 

  

  売上高 前年同一期間比(％) 

 ＳＩ事業合計 104,815,040 105.7 

  システム構築 58,820,813 100.1 

    組込系/制御系ソフトウェア 28,276,822 98.9 

  業務系ソフトウェア 30,543,990 101.3 

プロダクト・サービス 45,994,227 113.7 

  プロダクト・サービス 31,448,479 122.5 

  アウトソーシング 14,545,747 98.5 
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(2) 財政状態の分析 

（総資産） 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は1,571億50百万円（前連結会計年度末差26億27百万円増）となり

ました。その内訳は、流動資産が553億72百万円（前連結会計年度末差34億64百万円増）、固定資産が1,017億78百

万円（前連結会計年度末差８億36百万円減）であります。 

流動資産の主な変動要因は、受取手形及び売掛金が309億19百万円（前連結会計年度末差26億59百万円増）にな

ったこと等によるものであります。 

固定資産の主な変動要因は、有形固定資産が減価償却等により680億78百万円（前連結会計年度末差14億15百万

円減）となったこと及び、投資その他の資産のうち、投資有価証券が189億20百万円（前連結会計年度末差６億79

百万円増）になったこと等によるものであります。 

  

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における負債総額は585億63百万円（前連結会計年度末差８億87百万円減）となり

ました。その内訳は、流動負債が429億34百万円（前連結会計年度末差30億78百万円増）、固定負債が156億29百万

円（前連結会計年度末差39億66百万円減）であります。 

流動負債の主な変動要因は、未払法人税等が23億33百万円（前連結会計年度末差20億57百万円増）、賞与引当金

が44億43百万円（前連結会計年度末差20億46百万円増）になったこと等によるものであります。 

固定負債の主な変動要因は、借入金の返済により長期借入金が51億74百万円（前連結会計年度末差42億51百万円

減）になったこと等によるものであります。 

  

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は985億87百万円（前連結会計年度末差35億15百万円増）となりま

した。また、自己資本比率は前連結会計年度末の54.9％から55.9％になりました。 

  

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。 

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。 

（株式会社の支配に関する方針） 

一 基本方針の内容 

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価

値ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者である必要があると

考えています。当社は、当社の支配権の移転を伴う買収提案についての判断は、 終的には当社の株主全体の

意思に基づき行われるべきものと考えております。また、当社は、当社株式について大量買付がなされる場

合、これが当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであれば、これを否定するものではありませ

ん。 

しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主共同の利益に対する明

白な侵害をもたらすもの、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主

が株式の大量買付の内容等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間

や情報を提供しないもの、対象会社が買付者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買付者との協

議・交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さないものも少なくありませ

ん。 

したがって、当社としてはこのような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量買付を行う者

は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対し

ては必要かつ相当な対抗をすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると

考えます。 
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二 当社グループの企業価値の源泉及び基本方針の実現に資する特別な取組み 

当社グループは、昭和45年（1970年）の創業以来培われてきた高度な技術力とノウハウを元に組込系、業務

系システムの構築を軸とするソフトウェア開発事業、保守・運用を中心とするアウトソーシング事業、コンサ

ルティングサービスをはじめとするソリューション事業などを通じ、常にお客様の満足の獲得や地域社会の貢

献に努めてまいりました。また、当社グループの事業においては、お客様、お取引先様、株主の皆様、従業員

にとどまらず、社会的責任をもたらすものとして、地域社会との調和、環境への配慮など、事業を進めるにあ

たり広範囲のステークホルダーの利益を 大限に配慮することも重要であります。 

(1) 当社グループの企業価値の源泉 

当社グループの経営に当たっては、下記に掲げるような企業価値の源泉に対する十分な理解が欠かせな

いものと考えます。 

① 組込系システム開発及び業務系システム開発における技術開発力、及びクラウド・モバイル関連技

術やロボットテクノロジーをはじめとした先進的な技術力 

② 上流工程からアウトソーシングに至るまでの広いビジネスラインと業務ノウハウ 

③ 各マーケットに対して高い専門性を持ったグループ会社 

④ 上記①～③を融合して生み出される当社独自のプロダクトとサービス 

⑤ 企業理念を理解し、高度な技術力・ノウハウを維持・発展させる従業員 

⑥ 創業以来培われてきたお客様との強固な信頼関係 

当社の財務及び事業の方針の決定を支配するものは、これら当社グループの企業価値を十分に理解し、

ステークホルダーであるお客様、お取引先様、株主の皆様、従業員との信頼関係を維持し、期待に応えて

いきながら、中長期的な視点に立って当社の企業価値ひいては株主共同の利益の維持、向上を図る必要が

あると考えます。 

  また、買付者から大量買付の提案を受けた際に、株主の皆様が 善の選択を行うためには、買付者の属

性、大量買付の目的、当社の事業や経営についての意向、既存株主との利益相反を回避する方法、従業員

その他のステークホルダーに対する対応方針等の情報を把握した上で、大量買付が当社の企業価値ひいて

は株主共同の利益に及ぼす影響を判断する必要があります。かかる情報が明らかにされないまま大量買付

が強行される場合には、当社の企業価値ひいては株主共同の利益が毀損される可能性があります。 

当社は、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財

務及び事業の方針の決定を支配する者としては不適切であり、必要な対抗措置を採ることにより、当社の

企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。 

(2) 企業価値向上のための取組み 

当社グループは、「もっと社会に役立つ もっとお客様に喜んでいただける もっと地球に優しい企業

グループ そして『ゆとりとやりがい』」を基本理念として掲げ、以下に述べるような諸施策を通じて、

当社の企業価値・株主共同の利益を確保・向上するべく活動してまいります。 

当社グループは、「高付加価値事業構造への挑戦と創造」を重点目標として掲げ、現場力の向上・収益

力の向上・付加価値の創出・営業効率の向上を図っていくことで、「ICTの発展をお客様価値向上へ結びつ

けるイノベーション企業グループ」を目指してまいります。 

急速に技術革新の進むビジネス環境の中、既存ビジネスの高度化に取り組むとともに、以下の戦略を実

行することにより、事業構造の変革を推進し、付加価値の向上を図ることで、株主価値の 大化を目指し

て行きます。 

① プライムビジネスの強化・拡大 

先端のICT技術分野への展開や成長分野・需要拡大分野への経営資源の投下、さらには、価格競

争力や生産性、お客様への提案力を強化することで、直接取引による拡大を目指してまいりま

す。 

② プロダクトビジネスの促進 

既存プロダクトの強化や新たなプロダクト・サービスの創出を目指すとともに、シェア・収益力

拡大のため、積極的なプロモーション活動を展開してまいります。 

③ グローバルビジネスの積極推進 

中国を中心としたアジア地域を重要拠点と位置づけ、オフショアの拡大や日系企業の海外進出の
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支援をするとともに、現地ビジネスを創出してまいります。 

④ グループシナジーの強化 

当社グループの各社商材の販売協力や人材・開発ノウハウの連携を強めることで、お客様への

適なサービスを提供してまいります。また、人材等の経営資源の 適化を図り、グループ全体で

の効率運営を促進してまいります。 

⑤ 管理費の継続的な抑制 

業務効率化等により管理費の継続的な抑制に努めてまいります。 

(3) コーポレート・ガバナンスの強化 

当社は、コーポレート・ガバナンスに関する基本方針に基づき、業務の適正を確保する体制を整備して

おります。リスク・コンプライアンス委員会、内部統制委員会、CSR推進委員会の設置や、経営の透明性・

客観性を確保するべく社外取締役を選任するなど、ガバナンス強化及びコンプライアンスの徹底に取り組

んでおります。 

当社は、引き続き、以上の諸施策を推進・実行し、コーポレート・ガバナンスの強化を図って、更なる

当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に繋げていく所存であります。 

  

三 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取組み 

１. 本プラン継続的導入の目的 

本プランは、上記一に記載した基本方針に沿って、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向

上させる目的をもって継続的に導入されるものです。 

 当社取締役会は、基本方針に定めるとおり、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量買付

を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えています。そして、

こうした不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止し、当社の企業価値

ひいては株主共同の利益に反する大量買付を抑止するためには、当社株式に対する大量買付が行われる際

に、当該大量買付に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が株主の皆様に代替案

等を提案するために必要な時間及び情報を確保すると共に、株主の皆様のために買付者と協議・交渉等を行

うことなどを可能とする枠組みが必要不可欠であると判断しました。 

そこで、当社取締役会は、基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支

配されることを防止するための取組みの一環として、本プランを継続的に導入することを決定いたしまし

た。 

２. 本プランの内容 

(1) 本プランの概要 

(a) 本プランに係る手続 

本プランは、当社の株券等に対する買付その他の取得もしくはこれに類似する行為又はそれらの提案

（当社取締役会が本プランを適用しない旨を別途認めたものを除くものとし、以下「買付等」といいま

す。）が行われる場合に、買付等を行おうとする者（以下「買付者等」といいます。）に対し、事前に

当該買付等に関する情報の提供を求め、当該買付等についての情報収集・検討等を行う時間を確保した

上で、株主の皆様に当社経営陣の計画や代替案等を提示したり、買付者等との交渉等を行っていくため

の手続を定めています（下記(2)「本プラン発動に係る手続」をご参照ください。）。なお、買付者等に

は、本プランに係る手続を遵守いただき、本プランに係る手続の開始後、当社取締役会が本新株予約権

の無償割当ての実施又は不実施に関する決議を行うまでの間、買付等を進めてはならないものとしてお

ります。 

(b) 新株予約権の無償割当ての利用 

買付者等が本プランにおいて定められた手続に従うことなく買付等を行う等、当社の企業価値ひいて

は株主共同の利益が毀損されるおそれがあると認められる場合（その要件の詳細については下記(3)「本

新株予約権の無償割当ての要件」をご参照ください。）には、当社は当該買付者等による権利行使は認

められないとの行使条件及び当社が当該買付者等以外の者から当社株式と引換えに新株予約権を取得す

る旨の取得条項が付された新株予約権（その主な内容は下記(4)「本新株予約権の無償割当ての概要」に
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て後述するものとし、以下「本新株予約権」といいます。）をその時点の全ての株主に対して新株予

約権無償割当ての方法（会社法第277条以降に規定されます。）により割り当てます。 

(c) 取締役の恣意的判断を排するための独立委員会の利用 

本プランにおいては、原則として、本新株予約権の無償割当ての実施、不実施又は取得等の判断につ

いて、取締役の恣意的判断を排するため、独立委員会規程に従い、当社経営陣から独立した企業経営等

に関する専門的知識を有する者のみから構成される独立委員会の判断を経るとともに、株主の皆様に適

時に情報開示を行うことにより透明性を確保することとしています。 

独立委員会は、独立性の高い社外監査役・社外の有識者３名により構成されています。 

(d) 本新株予約権の行使及び当社による本新株予約権の取得 

本プランに従って本新株予約権の無償割当てがなされ、買付者等以外の株主の皆様により本新株予約

権が行使された場合、又は当社による本新株予約権の取得と引換えに、買付者等以外の株主の皆様に対

して当社株式が交付された場合、当該買付者等の有する当社株式の議決権割合は 大50％まで希薄化さ

れる可能性があります。 

(2) 本プラン発動に係る手続 

(a) 本プランに係る手続 

本プランは、以下の①又は②に該当する買付等がなされる場合を適用対象とします。買付者等には、

予め本プランに定められる手続に従っていただくこととします。 

① 当社が発行者である株券等について、保有者の株券等保有割合が20％以上となる買付その他の取得 

② 当社が発行者である株券等について、公開買付けを行う者の株券等所有割合及びその特別関係者の

株券等所有割合の合計が20％以上となる公開買付け 

(b) 買付者等に対する情報提供の要求 

 上記(a)に定める買付等を行う買付者等は、当該買付等の実行に先立ち、当社取締役会に対して、下記

の各号に定める情報（以下「本必要情報」といいます。）、及び当該買付者等が買付等に際して本プラ

ンに定める手続を遵守する旨の誓約文言等を記載した書面（以下「買付説明書」と総称します。）を当

社の定める書式により提出して頂きます。 

当社は、本プランに基づく手続が開始された場合、その旨をすみやかに開示します。 

当社取締役会は、買付説明書を受領した場合、速やかにこれを当社の業務執行を行う経営陣から独立

している当社社外監査役・社外の有識者から構成される独立委員会に提供するものとします。独立委員

会は、必要に応じて独立した第三者（ファイナンシャル・アドバイザー、公認会計士、弁護士、コンサ

ルタント、その他の専門家を含みます。）の助言を得つつ、買付等の内容の検討を行いますが、当該買

付説明書の記載内容が不十分であると判断した場合には、直接又は間接に、買付者等に対し、適宜回答

期限を定めた上、本必要情報等を追加的に提出するよう求めることがあります。この場合、買付者等に

おいては、当該期限までに、かかる本必要情報等を追加的に提供して頂きます。 

  

① 買付者等及びそのグループ（共同保有者、特別関係者及び（ファンドの場合は）各組合員その他の

構成員を含みます。）の詳細（具体的名称、資本構成、財務内容、法令違反をしたことがある場合

や法令遵守に関して監督官庁から指導等を受けたことがある場合はその具体的内容等、当該買付等

による買付等と同種の取引の経験及びその結果、当該過去の取引が対象会社の企業価値に与えた影

響等を含みます。） 

② 買付者等及びそのグループと当社の主要取引先との間の、従前の取引関係及び競合関係 

③ 買付等の目的、方法及び内容（買付等の対価の価額・種類、買付等の時期、関連する取引の仕組

み、買付等の方法の適法性、買付等の実現可能性に関する情報等を含みます。） 

④ 買付等の価格及びその算定根拠（算定の前提となる事実・仮定、算定方法、算定に用いた数値情

報、買付等に係る一連の取引により生じることが予想されるシナジーの内容、ならびにそのうち少

数株主に対して分配されるシナジーの内容及びその算定根拠等を含みます。） 

⑤ 買付等の資金の裏付け（資金の提供者（実質的提供者を含みます。）の具体的名称、調達方法、関

連する取引の内容等を含みます。） 

⑥ 買付等の後の当社や当社グループの経営方針、事業計画、資本政策、配当政策、資産運用方針及び
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企業価値向上のための施策 

⑦ 買付等の後における当社や当社グループの従業員、取引先、顧客その他の当社や当社グループに係

る利害関係者に対する対応方針 

⑧ 買付者等が当社株券等について有する株式売却や議決権行使等に関する第三者との取り決め（締結

日、相手方及びその具体的内容を含みます。）ならびに買付者等による当社の株券等の過去の取得

及び処分に関する情報 

⑨ 当社の他の株主との利益相反を回避するための具体的方策 

⑩ 反社会的勢力との関係に関する情報 

⑪ その他独立委員会が合理的に必要と判断する情報 

なお、独立委員会は、買付者等が本プランに定められた手続に従うことなく買付等を開始したものと

認められる場合には、引き続き買付説明書及び本必要情報の提出を求めて買付者等と協議・交渉等を行

うべき特段の事情がある場合を除き、原則として、下記(d)①に記載するとおり、当社取締役会に対し

て、本新株予約権の無償割当てを実施することを勧告します。 

(c) 買付等の内容の検討・買付者等との交渉・代替案の検討 

① 当社取締役会に対する情報提供の要求 

 独立委員会は、買付者等から買付説明書及び独立委員会から追加的に提出を求められた本必要情報

（もしあれば）が提出された場合、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上という観点

から買付説明書及び追加的な本必要情報の内容と当社取締役会の事業計画、当社取締役会による企業

評価等との比較検討等を行うために、当社取締役会に対しても、当社取締役会による情報収集や企業

評価等の検討（必要に応じ、外部専門家による検討を含みます。）等に必要な時間を考慮して適宜回

答期限（原則として60日を上限とします。なお、かかる期間は、当社取締役会が、外部専門家による

検討結果等を踏まえ、意見、根拠資料その他独立委員会が適宜必要と認める情報・資料等を提示する

のに必要な期間として設定しておりますが、当社取締役会としては可能な限り速やかに所要の検討を

行うことといたします。）を定めた上、買付者等の買付等の内容に対する意見（留保する旨の意見を

含むものとします。以下同じとします。）、その根拠資料、代替案（もしあれば）その他独立委員会

が適宜必要と認める情報・資料等を提示するよう要求することがあります。 

② 独立委員会による検討作業 

独立委員会は、買付者等及び（当社取締役会に対して上記①のとおり情報、資料等の提示を要求し

た場合には）当社取締役会からの情報・資料等（追加的に提供を要求したものも含みます。）の提供

が十分になされたと独立委員会が認めた場合、独立委員会は、原則として 長60日間の検討期間（但

し、下記(d)③に記載する場合等には、独立委員会は原則として 長30日間の範囲内で当該期間の延

長・再延長をその決議をもって行うことができるものとします。）（以下「独立委員会検討期間」と

いいます。）を設定します。独立委員会は、独立委員会検討期間において、買付者等の買付等の内容

の検討、買付者等と当社取締役会の事業計画等に関する情報収集・比較検討、及び当社取締役会の提

供する代替案の検討等を行います。また、独立委員会は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の

確保・向上という観点から当該買付等の内容を改善させるために必要であれば、直接又は当社取締役

会を通して間接に、当該買付者等と協議・交渉等を行い、また、当社取締役会の提示する代替案の株

主の皆様に対する提示等を行うものとします。 

独立委員会の判断が、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するようになされることを確保

するために、独立委員会は、当社の費用で、独立した第三者（ファイナンシャル・アドバイザー、公

認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含みます。）の助言を得ることができるものと

します。 

買付者等は、独立委員会が、直接又は当社取締役会を通して間接に、検討資料その他の情報提供、

協議・交渉等を求めた場合には、速やかにこれに応じなければならないものとします。 

③ 情報開示 

当社は、買付者等が現れた事実、買付者等から買付説明書が提出された事実、独立委員会検討期間

が開始した事実、当社取締役会が独立委員会に代替案を提示した事実及び本必要情報の概要その他の

情報のうち独立委員会が適切と判断する事項について、独立委員会が適切と判断する時点で情報開示
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を行います。 

(d) 独立委員会の勧告 

独立委員会は、買付者等が現れた場合において、以下のとおり、当社取締役会に対する勧告等を行う

ものとします。なお、独立委員会が当社取締役会に対して下記①から③に定める勧告その他の決議をし

た場合その他独立委員会が適切と判断する場合には、当社は、当該勧告又は決議の事実とその概要その

他の独立委員会が適切と判断する事項（独立委員会検討期間を延長・再延長する場合にはその期間及び

延長・再延長の理由の概要を含みます。）について、速やかに情報開示を行います。 

① 本プランの発動を勧告する場合 

独立委員会は、買付者等の買付等の内容の検討、買付者等との協議・交渉等の結果、買付者等によ

る買付等が下記（3）「本新株予約権の無償割当ての要件」に定める要件のいずれかに該当すると判断

した場合には、独立委員会検討期間の開始又は終了の有無を問わず、当社取締役会に対して、本新株

予約権の無償割当てを実施すべき旨の勧告を行います。 

但し、独立委員会は、一旦本新株予約権の無償割当ての実施の勧告をした後も、以下のいずれかの

事由に該当すると判断した場合には、本新株予約権の無償割当てに係る権利落ち日の前々営業日まで

においては本新株予約権の無償割当てを中止し、又は本新株予約権の無償割当ての効力発生日以降本

新株予約権の行使期間の開始日の前日までにおいては本新株予約権を無償にて取得する旨の新たな勧

告を行うことができるものとします。 

  

(イ)  当該勧告後買付者等が買付等を撤回した場合その他買付等が存しなくなった場合 

(ロ)  当該勧告の判断の前提となった事実関係等に変動が生じ、買付者等による買付等が下記(3)「本新

株予約権の無償割当ての要件」に定める要件のいずれにも該当しなくなった場合 

② 本プランの不発動を勧告する場合 

 独立委員会は、買付者等の買付等の内容の検討、買付者等との協議・交渉等の結果、買付者等によ

る買付等が下記(3)「本新株予約権の無償割当ての要件」に定める要件のいずれにも該当しないと判断

した場合には、独立委員会検討期間の終了の有無を問わず、当社取締役会に対して、本新株予約権の

無償割当てを実施すべきでない旨の勧告を行います。 

但し、独立委員会は、一旦本新株予約権の無償割当ての不実施を勧告した後も、当該勧告の判断の

前提となった事実関係等に変動が生じ、買付者等による買付等が下記(3)「本新株予約権の無償割当て

の要件」に定めるいずれかに該当すると判断するに至った場合には、本新株予約権の無償割当てを実

施すべき旨の新たな勧告を行うことができるものとします。 

③ 独立委員会検討期間の延長を行う場合 

独立委員会が、当初の独立委員会検討期間の満了時までに、本新株予約権の無償割当ての実施又は

不実施の勧告を行うに至らない場合には、独立委員会は、当該買付者等の買付等の内容の検討、当該

買付者等との協議・交渉、代替案の検討等に必要とされる合理的な範囲内で、独立委員会検討期間を

延長する旨の決議を行います（なお、当該期間延長後、更なる期間の延長を行う場合においても同様

の手続によるものとします。）。 

上記延長の決議により独立委員会検討期間が延長された場合、独立委員会は、その延長の目的であ

る情報収集、検討等を行うものとし、延長期間内に本新株予約権の無償割当ての実施又は不実施の勧

告を行うよう 大限努めるものとします。 

(e) 取締役会の決議 

当社取締役会は、独立委員会の上記勧告を 大限尊重して本新株予約権の無償割当ての実施又は不実

施等（本新株予約権の無償割当ての中止を含みます。）に関する会社法上の機関としての決議を速やか

に行うものとします。 

買付者等は、本プランに係る手続の開始後、当社取締役会が本新株予約権の無償割当ての実施又は不

実施に関する決議を行うまでの間、買付等を実施してはならないものとします。 

なお、当社取締役会は、本新株予約権の無償割当ての実施もしくは不実施に関する決議を行った場

合、当該決議の概要その他の当社取締役会が適切と判断する事項について、速やかに情報開示を行いま

す。 
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(f) 情報開示 

当社は、本プランの運用に関しては、適用ある法令又は金融商品取引所の規程等に従い、本プランの

各手続の進捗状況（買付説明書が提出された事実、ならびに独立委員会検討期間が開始した事実及び独

立委員会検討期間の延長が行われた事実を含みます。）又は独立委員会による勧告等の概要、当社取締

役会の決議の概要、その他独立委員会又は当社取締役会が適切と考える事項について、適時に情報開示

を行います。 

(3) 本新株予約権の無償割当ての要件 

本プランの発動として新株予約権の無償割当てを実施するための要件は下記のとおりです。なお、上記

(2)「本プラン発動に係る手続」(d)のとおり、買付者等が下記の要件に該当し本新株予約権の無償割当て

を実施することが相当か否かについては、必ず独立委員会の判断を経て決定されることになります。 

発動事由その１ 

本プランに定められた手続に従わない買付等であり（買付等の内容を判断するため合理的に必要とされ

る時間や情報の提供がなされない場合を含みます。）、かつ本新株予約権の無償割当てを実施することが

相当である場合 

発動事由その２ 

下記のいずれかに該当し、かつ本新株予約権無償割当てを実施することが相当である場合 

(a) 下記に掲げる行為その他これに類似する行為により、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に対す

る明白な侵害をもたらすおそれのある買付等である場合 

① 株券等を買い占め、その株券等について当社に対して高値で買取りを要求する行為 

② 当社の経営を一時的に支配して、当社の重要な資産等を廉価に取得する等当社の犠牲の下に買付者

等の利益を実現する経営を行うような行為 

③ 当社の資産を買付者等やそのグループ会社等の債務の担保や弁済原資として流用する行為 

④ 当社の経営を一時的に支配して、当社の事業に当面関係していない高額資産等を処分させ、その処

分利益をもって、一時的な高配当をさせるか、一時的高配当による株価の急上昇の機会をねらって

高値で売り抜ける行為 

⑤ 真に会社経営に参加する意思がないにもかかわらず、専ら当社の株価を上昇させて当該株式を高値

で当社関係者等に引き取らせる目的で買収を行うような行為 

(b) 強圧的二段階買付（ 初の買付で全株式の買付を勧誘することなく、二段階目の買付条件を株主に対

して不利に設定し、あるいは明確にしないで、公開買付け等の株式買付を行うことをいいます。）等

株主に株式の売却を事実上強要するおそれのある買付等である場合 

(c) 買付等の経済的条件（買付等の対価の価額・種類、対価の支払時期・支払方法を含みます。）が当社

の本源的価値に鑑み不十分又は不適当な買付等である場合 

(d) 買付者等の提案（買付等の経済的条件のほか、買付等の適法性・実現可能性、買付等後の経営方針又

は事業計画、買付等後における当社の株主（買付者等を除きます。）、従業員、取引先、顧客等の当

社に係る利害関係者に対する対応方針等を含みます。）の内容が、当社の企業価値を生み出す上で必

要不可欠な、先進・ユニークな技術力、幅広いビジネスラインと業務ノウハウ、高い専門性を持つグ

ループ会社、人材及び顧客との強固な信頼関係等を損なうこと等により、当社の企業価値ひいては株

主共同の利益に反する重大なおそれをもたらす買付等である場合 

(4) 本新株予約権の無償割当ての概要 

本プランに基づき実施する本新株予約権の無償割当ての概要は、以下のとおりです。 

(a) 本新株予約権の数 

本新株予約権の無償割当てに関する取締役会決議（以下「新株予約権無償割当て決議」といいま

す。）において別途定める一定の日（以下「割当期日」といいます。）における当社の 終の発行済株

式総数（但し、同時点において当社の有する当社株式の数を控除します。）に相当する数とします。 

(b) 割当対象株主 

割当期日における当社の 終の株主名簿に記録された当社以外の株主に対し、その保有する当社株式

１株につき本新株予約権１個の割合で、本新株予約権を無償で割り当てます。 
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(c) 本新株予約権の無償割当ての効力発生日 

新株予約権無償割当て決議において別途定める日とします。 

(d) 本新株予約権の目的である株式の数 

本新株予約権１個の目的である株式の数（以下「対象株式数」といいます。）は、別途調整がない限

り１株とします。 

(e) 本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

 本新株予約権の行使に際してする出資の目的は金銭とし、本新株予約権の行使に際して出資される財

産の当社株式１株当たりの価額は、１円を下限として当社株式の１株の時価の２分の１の金額を上限と

する金額の範囲内で新株予約権無償割当て決議において別途定める価額とします。なお、「時価」と

は、新株予約権無償割当て決議に先立つ過去30日から180日の間で取締役会が別途定める期間（取引が成

立しない日を除きます。）の東京証券取引所における当社普通株式の普通取引の各日の終値の平均値

（気配表示を含みます。）に相当する金額とし、１円未満の端数は切り上げるものとします。 

(f) 本新株予約権の行使期間 

新株予約権無償割当て決議において別途定めた日を初日（以下かかる行使期間の初日を「行使期間開

始日」といいます。）とし、１ヶ月間から３ヶ月間までの範囲で新株予約権無償割当て決議において別

途定める期間とします。但し、下記(i)②に基づき、当社が本新株予約権を取得する場合、当該取得に係

る本新株予約権についての行使期間は、当該取得日の前営業日までとします。また、行使期間の 終日

が行使に際して払い込まれる金銭の払込取扱場所の休業日にあたるときは、その前営業日を 終日とし

ます。 

(g) 本新株予約権の行使条件 

 (Ⅰ)特定大量保有者、(Ⅱ)特定大量保有者の共同保有者、(Ⅲ)特定大量買付者、(Ⅳ)特定大量買付者

の特別関係者、もしくは(Ⅴ)上記(Ⅰ)ないし(Ⅳ)に該当する者から本新株予約権を当社取締役会の承認

を得ることなく譲受けもしくは承継した者、又は、(Ⅵ)上記(Ⅰ)ないし(Ⅴ)に該当する者の関連者（以

下(Ⅰ)ないし(Ⅵ)に該当する者を「非適格者」と総称します。）は、一定の例外事由が存する場合を除

き、本新株予約権を行使することができません。また、外国の適用法令上、本新株予約権の行使にあた

り所定の手続が必要とされる非居住者も、原則として本新株予約権を行使することができません（但

し、非居住者の有する本新株予約権も、適用法令に抵触しないことが確認されることを条件として、下

記(i)のとおり、当社による当社株式を対価とする取得の対象となります。）。さらに、本新株予約権の

行使条件を充足していること等についての表明保証条項、補償条項その他の誓約文言を含む当社所定の

書式による誓約書を提出しない者も、本新株予約権を行使することができません。 

(h) 本新株予約権の譲渡制限 

本新株予約権の譲渡による取得については、当社取締役会の承認を要します。 

(i) 当社による本新株予約権の取得 

① 当社は、行使期間開始日の前日までの間は、当社が本新株予約権を取得することが適切であると当

社取締役会が認める場合には、当社取締役会が別途定める日において、全ての本新株予約権を無償

にて取得することができるものとします。 

② 当社は、当社取締役会が別途定める日において、非適格者以外の者が有する本新株予約権のうち当

社取締役会が定める当該日の前営業日までに未行使のもの全てを取得し、これと引換えに、本新株

予約権１個につき対象株式数の当社株式を交付することができます。当社はかかる本新株予約権の

取得を複数回行うことができます。 

③ 当社は、以上に加え、独立委員会の勧告に基づき、具体的な本新株予約権の無償割当て決議に際し

て、相当性の観点から適切と考えられる場合には、①②以外の本新株予約権の取得に関する事項

（非適格者からの本新株予約権の取得に関する事項など）を定める場合があります。但し、非適格

者が所有する本新株予約権を取得する場合には、その対価として金銭の交付は行わないこととしま

す。 

(j) 合併、吸収分割、新設分割、株式交換及び株式移転の場合の新株予約権の交付 

新株予約権無償割当て決議において別途定めます。 
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(k) 新株予約権証券の発行 

本新株予約権に係る新株予約権証券は発行しません。 

(l) その他 

上記に定めるほか、本新株予約権の内容の詳細は、新株予約権無償割当て決議において別途定めるも

のとします。 

(5) 本プランの有効期間、廃止及び変更 

本プランの有効期間は、第44回定時株主総会後３年以内に終了する事業年度のうち 終のものに関する

定時株主総会終結の時までとします。 

 但し、有効期間の満了前であっても、当社の株主総会において本プランを廃止する旨の株主意思の確認

が行われた場合、又は当社取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行われた場合には、本プランは

その時点で廃止・撤回されるものとします。 

また、当社取締役会は、本プランの有効期間中であっても、第44回定時株主総会の承認の趣旨に反しな

い場合（本プランに関する法令、金融商品取引所規則等の新設又は改廃が行われ、かかる新設又は改廃を

反映するのが適切である場合、誤字脱字等の理由により字句の修正を行うのが適切である場合、又は当社

株主に不利益を与えない場合等を含みます。）、独立委員会の承認を得た上で、本プランを修正し、又は

変更する場合があります。 

当社は、本プランの廃止又は変更等がなされた場合には、当該廃止又は変更等の事実及び（変更等の場

合には）変更等の内容その他の事項について、必要に応じて情報開示を速やかに行います。 

(6) 法令等による修正 

本プランで引用する法令の規定は、平成26年11月７日現在施行されている規定を前提としているもので

あり、同日以後、法令の新設又は改廃により、上記各項に定める条項又は用語の意義等に修正を加える必

要が生じた場合には、当該新設又は改廃の趣旨を考慮の上、上記各項に定める条項又は用語の意義等を適

宜合理的な範囲内で読み替えることができるものとします。 

  

３. 株主の皆様等への影響 

(1) 本プランの継続的導入時に株主及び投資家の皆様に与える影響 

本プランの継続的導入時点においては、本新株予約権の無償割当て自体は行われませんので、株主及び

投資家の皆様に直接具体的な影響が生じることはありません。 

(2) 本新株予約権の無償割当て時に株主及び投資家の皆様に与える影響 

(a) 本新株予約権の無償割当ての手続 

当社取締役会において、新株予約権無償割当て決議を行った場合には、当該決議において割当期日を

定め、これを公告いたします。この場合、割当期日における当社の 終の株主名簿に記録された株主の

皆様（以下「割当対象株主」といいます。）に対し、その保有する株式１株につき本新株予約権１個の

割合で本新株予約権が無償にて割当てられます。なお、割当対象株主の皆様は、本新株予約権の無償割

当ての効力発生日において、当然に本新株予約権に係る新株予約権者となるため、申込の手続等は不要

です。 

なお、当社は、割当期日や本新株予約権の無償割当ての効力発生後においても、例えば、買付者等が

買付等を撤回した等の事情により、本新株予約権の無償割当てに係る権利落ち日の前々営業日までにお

いては本新株予約権の無償割当てを中止し、又は本新株予約権の無償割当ての効力発生日以降本新株予

約権の行使期間の開始日の前日までにおいては本新株予約権者に当社株式を交付することなく無償にて

本新株予約権を取得することがあります。これらの場合には、１株あたりの株式の価値の希薄化は生じ

ませんので、本新株予約権の無償割当てが行われることを前提にして売買を行った投資家の皆様は、株

価の変動により不測の損害を被る可能性があります。 

(b) 本新株予約権の行使の手続 

  当社は、割当対象株主の皆様に対し、原則として、本新株予約権の行使に際してご提出いただく書類

（行使に係る本新株予約権の内容及び数、本新株予約権を行使する日等の必要事項、ならびに株主ご自

身が本新株予約権の行使条件を充足すること等についての表明保証条項、補償条項その他の誓約文言、

ならびに当社株式の割当対象株主の皆様の振替を行うための口座への当社株式の記録に必要な情報を含
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む当社所定の書式によるものとします。）その他本新株予約権の権利行使に必要な書類を送付いたしま

す。本新株予約権の無償割当て後、株主の皆様においては、権利行使期間内にこれらの必要書類を提出

した上、本新株予約権１個あたり、１円を下限とし、当社１株の時価の２分の１の金額を上限とする金

額の範囲内で当社取締役会による新株予約権無償割当て決議において定める行使価額に相当する金銭を

所定の方法により払い込むことにより、本新株予約権１個につき対象株式数に相当する数の当社株式が

発行されることになります。なお、非適格者による本新株予約権の行使に関しては、上記２.（4）「本

新株予約権の無償割当ての概要」(g)の趣旨に従って、別途当社が定めるところに従うものとします。 

仮に、株主の皆様が、こうした本新株予約権の行使及び行使価額相当の金銭の払込を行わなければ、

他の株主の皆様による本新株予約権の行使により、その保有する当社株式が希薄化することになりま

す。 

但し、当社は下記（c）に記載するところに従って非適格者以外の株主の皆様から本新株予約権を取得

し、それと引換えに当社株式を交付することがあります。当社がかかる取得の手続を行った場合、非適

格者以外の株主の皆様は、本新株予約権の行使及び行使価額相当の金銭の支払いをせずに当社株式等を

受領することとなり、その保有する当社株式の希薄化は原則として生じません。 

(c) 当社による本新株予約権の取得の手続 

当社は当社取締役会が本新株予約権を取得する旨の決定をした場合、法定の手続に従い、当社取締役

会が別途定める日の到来日をもって、非適格者以外の株主の皆様から本新株予約権を取得し、これと引

換えに当社株式を交付することがあります。この場合、かかる株主の皆様は、行使価額相当の金銭を払

い込むことなく、当社による当該本新株予約権の取得の対価として、１個の本新株予約権につき対象株

式数に相当する数の当社株式を受領することになります。但し、この場合、かかる株主の皆様には、別

途ご自身が非適格者でないこと等についての表明保証条項、補償条項その他の誓約文言を含む当社所定

の書式による誓約書をご提出いただくことがあります。 

なお、新株予約権無償割当て決議において、非適格者からの本新株予約権の取得、その他取得に関す

る事項について規定される場合には、当社はかかる規定に従った措置を講じる場合があります。 

  上記のほか、本新株予約権の割当て方法、行使の方法及び当社による取得の方法の詳細につきまして

は、新株予約権無償割当て決議が行われた後、株主の皆様に対して情報開示又は通知いたしますので、

当該内容をご確認ください。 

  

四 上記の各取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由 

１. 本プランが基本方針に沿うものであること 

本プランは、当社株券等に対する買付等が行われる場合に、当該買付等に応じるべきか否かを株主の皆様

が判断し、あるいは当社取締役会が株主の皆様に代替案を提案するために必要な情報や時間を確保したり、

株主の皆様のために大量買付者と協議・交渉等を行ったりすることを可能とすることにより、当社の企業価

値ひいては株主共同の利益を確保するための枠組みであり、基本方針に沿うものです。 

２. 当該取組みが株主共同の利益を損なうものではなく、また、当社の会社役員の地位の維持を目的とするも

のではないこと 

当社は、次の理由から、本プランは、当社株主の共同の利益を損なうものではなく、また、当社の会社役

員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。 

(1) 買収防衛策に関する指針の要件を完全に充足していること 

本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共同の利益の確保

又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（①企業価値・株主共同の利益の確保・向上

の原則、②事前開示・株主意思の原則、③必要性・相当性の原則）を完全に充足しています。また、本プ

ランの策定に当たっては、企業価値研究会が平成20年６月30日に公表した「近時の諸環境の変化を踏まえ

た買収防衛策の在り方」に関する議論等を踏まえております。さらに本プランは、東京証券取引所の定め

る買収防衛策の導入に係る諸規則等の趣旨に合致するものとなっております。 

(2) 株主意思を重視するものであること 

当社は、第44回定時株主総会において本プランにつき承認可決の決議がされ、本プランを継続的に導入

いたしました。 
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加えて、上記三 ２.(5)「本プランの有効期間、廃止及び変更」に記載したとおり、本プランは有効期間

を３年間としており、その有効期間の満了前であっても、当社株主総会において、本プランを廃止する旨

の株主意思の確認がなされた場合、株主総会で選任された取締役により構成される取締役会において、本

プランを廃止する旨の決議がなされた場合には、本プランはその時点で廃止されることになり、その意味

で本プランの消長には、当社株主の皆様の意思が反映されることとなっております。 

(3) 独立性の高い社外者の判断の重視と情報開示 

当社は、本プランの継続的導入にあたり、取締役の恣意的判断を排除し、株主の皆様のために、本プラ

ンの発動及び廃止等の運用に際しての実質的な判断を客観的に行う機関として独立委員会を設置します。 

 実際に当社に対して買付等がなされた場合には、上記三２.(2)「本プラン発動に係る手続」に記載した

とおり、こうした独立委員会が、独立委員会規程に従い、当該買付等が当社の企業価値ひいては株主の共

同利益を毀損するか否かなどの実質的な判断を行い、当社取締役会はその判断を 大限尊重して会社法上

の機関としての決議を行うこととします。 

このように、独立委員会によって、当社取締役の恣意的行動を厳しく監視するとともに、その判断の概

要については株主の皆様に情報開示をすることとされており、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に

資する範囲で本プランの透明な運営が行われる仕組みが確保されています。 

(4) 合理的な客観的要件の設定 

本プランは、上記三２.(2)(d)「独立委員会の勧告」及び三２.(3)「本新株予約権の無償割当ての要件」

にて記載したとおり、合理的かつ詳細な客観的要件が充足されなければ発動されないように設定されてお

り、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しているものといえます。 

(5) 外部専門家の意見の取得 

買付者等が出現すると、独立委員会は、当社の費用で、独立した第三者（ファイナンシャル・アドバイ

ザー、公認会計士、弁護士、コンサルタントその他の専門家を含みます。）の助言を受けることができる

ものとしています。これにより、独立委員会による判断の公正さ・客観性がより強く担保される仕組みと

なっています。 

(6) デッドハンド型やスローハンド型買収防衛策ではないこと 

  上記三２.(5)「本プランの有効期間、廃止及び変更」に記載したとおり、本プランは、当社の株券等を

大量に買い付けた者が指名し、株主総会で選任された取締役により、廃止することができるものとして設

計されており、デッドハンド型買収防衛策（取締役会の構成員の過半数を交替させてもなお、発動を阻止

できない買収防衛策）ではありません。また、当社の取締役の任期は１年であり、当社は期差任期制を採

用していないため、本プランはスローハンド型買収防衛策（取締役会の構成員の交替を一度に行うことが

できないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でもありません。 

  

(4) 研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は５億86百万円であります。 

  

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。 

  

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について 

当第３四半期連結累計期間において、経営者の問題認識と今後の方針について変更はありません。 
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第３ 【提出会社の状況】 

  

１ 【株式等の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

①  【株式の総数】 

  

  

②  【発行済株式】 

  

  

(2) 【新株予約権等の状況】 

   該当事項はありません。 

  

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】 

   該当事項はありません。 

  

(4) 【ライツプランの内容】 

   該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

  

(6) 【大株主の状況】 

   当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式 130,100,000 

計 130,100,000 
 

種類 
第３四半期会計期間末 

現在発行数(株) 
(平成26年９月30日) 

提出日現在 
発行数(株) 

(平成26年11月７日) 

上場金融商品取引所 
名又は登録認可金融 
商品取引業協会名 

内容 

普通株式 33,700,000 33,700,000 
東京証券取引所（市
場第一部） 

権利内容に制限のな
い、標準となる株式 
単元株式数は100株で

あります。 

計 33,700,000 33,700,000 － － 
 

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

(株) 

発行済株式 
総数残高 
(株) 

資本金増減額
(千円) 

資本金残高 
(千円) 

資本準備金 
増減額 
(千円) 

資本準備金 
残高 
(千円) 

平成26年９月30日 － 33,700,000 － 26,200,289 － 28,438,965 
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(7) 【議決権の状況】 

①  【発行済株式】 

平成26年９月30日現在 

（注）１「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株（議決権２個）含ま

れております。 

２「単元未満株式」欄の普通株式には、株式会社日本ビジネスソフト所有の相互保有株式99株、当社保有の自

己株式15株及び証券保管振替機構名義の株式が90株が含まれております。 

  

②  【自己株式等】 

平成26年９月30日現在 

  

２ 【役員の状況】 

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の役職の異動は、次のとおりでありま

す。 

 

区分 株式数(株) 
議決権の数 

(個) 
内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己保有株式） 
－ 株主としての権利内容に

制限のない、標準となる
株式 

普通株式 2,560,700 

（相互保有株式） 
－ 

普通株式 1,900 

完全議決権株式（その他） 普通株式 31,076,000 310,760 同上 

単元未満株式 普通株式 61,400 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数   33,700,000 － － 

総株主の議決権 － 310,760 － 
 

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義 
所有株式数 

(株) 

他人名義 
所有株式数 

(株) 

所有株式数 
の合計 
(株) 

発行済株式総数に
対する所有株式数

割合(％) 

（自己保有株式）           

 富士ソフト株式会社 
神奈川県横浜市中区
桜木町一丁目１番地 

2,560,700 － 2,560,700 7.6 

（相互保有株式）           

  ㈱日本ビジネスソフト 
長崎県佐世保市三川
内新町27番地１ 

1,900 － 1,900 0.0 

計 － 2,562,600 － 2,562,600 7.6 
 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日 

取締役 常務執行役員 
（営業本部長兼ASI事業部担

当） 

取締役 常務執行役員 
（営業本部長） 

  竹林 義修 平成26年５月28日 

取締役 

取締役 常務執行役員 
（エリア事業本部長兼システ
ム事業本部長兼ASI事業部担

当） 

  佐藤 諭 平成26年５月28日 

取締役 常務執行役員 
（ファシリティ事業部担当兼
国際事業部担当兼再生医療研

究部担当） 

取締役 常務執行役員 
（プロダクト・サービス事業
本部長兼ファシリティ事業部
担当兼国際事業部担当兼再生

医療研究部担当） 
  野澤 仁太郎 

平成26年４月１日 

取締役 常務執行役員 
（システム事業本部長兼ファ
シリティ事業部担当兼国際事
業部担当兼再生医療研究部担

当） 

取締役 常務執行役員 
（ファシリティ事業部担当兼
国際事業部担当兼再生医療研

究部担当） 

平成26年５月28日 
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第４ 【経理の状況】 

  

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２ 監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

 なお、従来、当社が監査証明を受けている太陽ＡＳＧ有限責任監査法人は、平成26年10月１日に名称を変更し、太

陽有限責任監査法人となりました。 

  

３ 決算期変更について 

当社は、前連結会計年度より決算日を３月31日から12月31日に変更いたしました。これに伴い、当第３四半期連結

累計期間は平成26年１月１日から平成26年９月30日までとしております。また、平成25年12月期第３四半期連結財務

諸表を作成していないため、前第３四半期連結累計期間については記載しておりません。 
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１ 【四半期連結財務諸表】 

(1) 【四半期連結貸借対照表】 

  

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 14,345,725 14,000,082 

    受取手形及び売掛金 28,260,519 30,919,972 

    有価証券 2,302,205 3,009,402 

    商品 270,467 470,709 

    仕掛品 1,810,083 1,378,168 

    原材料及び貯蔵品 38,686 33,927 

    その他 4,916,143 5,580,425 

    貸倒引当金 △36,394 △20,636 

    流動資産合計 51,907,437 55,372,052 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 56,784,117 56,906,190 

        減価償却累計額 △21,462,708 △22,564,139 

        建物及び構築物（純額） 35,321,408 34,342,051 

      土地 30,415,744 30,415,744 

      建設仮勘定 79,087 52,423 

      その他 15,321,201 15,235,084 

        減価償却累計額 △11,643,816 △11,966,855 

        その他（純額） 3,677,385 3,268,228 

      有形固定資産合計 69,493,626 68,078,447 

    無形固定資産     

      のれん 3,965,908 3,572,547 

      ソフトウエア 3,942,693 3,780,447 

      その他 192,390 190,553 

      無形固定資産合計 8,100,993 7,543,549 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 18,241,090 18,920,476 

      退職給付に係る資産 4,243,759 4,551,994 

      その他 2,573,484 2,694,817 

      貸倒引当金 △37,658 △10,960 

      投資その他の資産合計 25,020,675 26,156,327 

    固定資産合計 102,615,295 101,778,324 

  資産合計 154,522,732 157,150,376 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 7,433,520 9,336,312 

    短期借入金 5,862,270 1,050,000 

    コマーシャル・ペーパー 4,000,000 6,000,000 

    1年内返済予定の長期借入金 9,645,058 9,593,557 

    未払費用 3,349,520 2,390,943 

    未払法人税等 275,376 2,333,347 

    賞与引当金 2,397,009 4,443,061 

    役員賞与引当金 121,186 137,851 

    工事損失引当金 79,963 97,296 

    その他 6,691,568 7,551,738 

    流動負債合計 39,855,474 42,934,108 

  固定負債     

    長期借入金 9,426,177 5,174,691 

    役員退職慰労引当金 293,938 321,889 

    退職給付に係る負債 5,032,272 5,100,751 

    その他 4,842,870 5,031,741 

    固定負債合計 19,595,258 15,629,073 

  負債合計 59,450,732 58,563,182 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 26,200,289 26,200,289 

    資本剰余金 28,505,941 28,505,941 

    利益剰余金 39,546,398 42,536,507 

    自己株式 △5,176,648 △5,177,885 

    株主資本合計 89,075,980 92,064,852 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 3,902,435 3,915,464 

    繰延ヘッジ損益 9,021 5,503 

    土地再評価差額金 △9,051,088 △9,051,088 

    為替換算調整勘定 351,393 352,947 

    退職給付に係る調整累計額 518,317 613,167 

    その他の包括利益累計額合計 △4,269,919 △4,164,005 

  新株予約権 21,082 35,873 

  少数株主持分 10,244,856 10,650,472 

  純資産合計 95,072,000 98,587,193 

負債純資産合計 154,522,732 157,150,376 
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

                    (単位：千円) 

                    当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 112,425,842 

売上原価 86,557,571 

売上総利益 25,868,270 

販売費及び一般管理費 19,606,236 

営業利益 6,262,033 

営業外収益   

  受取利息 27,742 

  受取配当金 82,332 

  持分法による投資利益 326,311 

  為替差益 45,811 

  助成金収入 105,170 

  補助金収入 19,115 

  システムサービス解約収入 238,514 

  その他 73,207 

  営業外収益合計 918,205 

営業外費用   

  支払利息 117,578 

  補償損失 52,030 

  システムサービス解約損失 130,124 

  固定資産除却損 30,198 

  その他 34,176 

  営業外費用合計 364,107 

経常利益 6,816,131 

特別利益   

  投資有価証券売却益 31,075 

  特別利益合計 31,075 

特別損失   

  固定資産除却損 85,225 

  事務所移転費用 21,347 

  代理店契約解約損 54,620 

  特別損失合計 161,192 

税金等調整前四半期純利益 6,686,014 

法人税、住民税及び事業税 3,127,821 

法人税等調整額 △730,589 

法人税等合計 2,397,232 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,288,781 

少数株主利益 524,112 

四半期純利益 3,764,669 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第３四半期連結累計期間】 

                    (単位：千円) 

                    当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,288,781 

その他の包括利益   

  その他有価証券評価差額金 166,849 

  繰延ヘッジ損益 △6,522 

  為替換算調整勘定 △12,261 

  退職給付に係る調整額 28,853 

  持分法適用会社に対する持分相当額 △66,952 

  その他の包括利益合計 109,966 

四半期包括利益 4,398,747 

（内訳）   

  親会社株主に係る四半期包括利益 3,885,368 

  少数株主に係る四半期包括利益 513,379 
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【注記事項】 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更) 

  

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理) 

  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次の

とおりであります。 

  

  

(株主資本等関係) 

当第３四半期連結累計期間（自  平成26年１月１日  至  平成26年９月30日） 

１  配当金支払額 

  

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの 

該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結累計期間 

(自  平成26年１月１日  至  平成26年９月30日) 

（連結の範囲の重要な変更） 
 第１四半期連結会計期間より、新たに設立した富士ソフト・ティッシュエンジニアリング株式会社を連結の範
囲に含めております。 
 第２四半期連結会計期間より、新たに設立した富士軟件科技(山東)有限公司を連結の範囲に含めております。 

 

当第３四半期連結累計期間 

(自  平成26年１月１日  至  平成26年９月30日) 

 税金費用の計算  一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後
の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す
る方法を採用しております。 

 

  
当第３四半期連結累計期間 
(自  平成26年１月１日 
  至  平成26年９月30日) 

減価償却費 3,746,734千円 

のれんの償却額 360,024千円 
 

決議 株式の種類 
配当金の総額

(千円) 
１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成26年２月13日 
取締役会 

普通株式 217,978 7 平成25年12月31日 平成26年３月18日 利益剰余金 

平成26年８月７日 
取締役会 

普通株式 435,951 14 平成26年６月30日 平成26年９月10日 利益剰余金 
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(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

Ⅰ 当第３四半期連結累計期間（自  平成26年１月１日  至  平成26年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、データエントリー事業及びコンタ

クトセンター事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△957千円には、セグメント間取引消去△957千円が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 重要性が乏しいため記載を省略しております。 

  

(１株当たり情報) 

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。 

  

  

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３） 

  ＳＩ事業 
ファシリ 
ティ事業 

計 

売上高               

  外部顧客への売上高 104,815,040 1,603,970 106,419,011 6,006,830 112,425,842 － 112,425,842

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

125,140 472,807 597,947 805,421 1,403,369 △1,403,369 －

計 104,940,181 2,076,778 107,016,959 6,812,252 113,829,211 △1,403,369 112,425,842

セグメント利益 5,794,895 267,435 6,062,330 200,660 6,262,991 △957 6,262,033
 

項目 
当第３四半期連結累計期間 
(自  平成26年１月１日 
  至  平成26年９月30日) 

(1) １株当たり四半期純利益金額 120円90銭 

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 3,764,669 

普通株主に帰属しない金額(千円) － 

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 3,764,669 

普通株式の期中平均株式数(千株) 31,138 

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 120円72銭 

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) △5,220 

(うち子会社の発行する潜在株式による調整額
(千円)) 

(△5,220) 

普通株式増加数(株) 3,879 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動があ
ったものの概要 

－ 
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２ 【その他】 

第45期（平成26年１月１日から平成26年12月31日まで）中間配当については、平成26年８月７日開催の取締役

会において、平成26年６月30日の 終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。 

①配当金の総額                   435,951千円 

②１株当たりの金額                14円00銭 

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成26年９月10日 
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】 

  

該当事項はありません。 
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
  

平成26年11月６日

富士ソフト株式会社 

取締役会  御中 

  

  

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富士ソフト株式

会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。 

  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  
監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、富士ソフト株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。 

  
利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以  上 

  

  

太陽有限責任監査法人 
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士    並 木 健 治    印      
 

指定有限責任社員 
業務執行社員 

  公認会計士    石 原 鉄 也  印 
 

  

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。 

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。 
 



【表紙】   

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成26年11月７日 

【会社名】 富士ソフト株式会社 

【英訳名】 FUJI SOFT INCORPORATED 

【代表者の役職氏名】 代表取締役 社長執行役員   坂 下 智 保 

【最高財務責任者の役職氏名】 専務執行役員         山 口 昌 孝 

【本店の所在の場所】 神奈川県横浜市中区桜木町一丁目１番地 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 
 



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】 

当社代表取締役 社長執行役員 坂下智保及び専務執行役員 山口昌孝は、当社の第45期第３四半期（自 平成26年７

月１日 至 平成26年９月30日）の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを

確認いたしました。 

  

２ 【特記事項】 

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 
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